
2025年度

研究助成等の募集
について

公益財団法人横浜学術教育振興財団
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制度案内、書類作成例



助成事業概要（１）

 申請資格

横浜市内の大学及び研究機関で研究に従事する者（大
学院生を含む）

 助成対象

（１）人文社会科学、自然科学、医学の3分野における

  個人研究が原則

（２） 申請者多数の場合は、３区分（研究、出版、渡

  航費）のうち同一の助成区分で過去2年以内に助成を

  受けた方は、その区分での審査の対象外とすることが

  あります。（助成区分が異なる場合は申請が可能）

（３）同一年度で研究助成、出版刊行助成、海外渡

  航費助成の重複申請は受付けません。 

  いずれかひとつを選び申請してください。
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助成事業概要（２）

 助成対象期間

2025年4月1日から2026年3月31日までの1年間

 助成金総額 1,000万円

（研 究 助 成： 700万円、1件当たりの上限 50万円）

※大学院生 1件当たりの上限 20万円

（出版刊行助成：  100万円、1件当たりの上限 50万円）

（海外渡航費助成： 200万円、1件当たりの上限 20万円

※大学院生 1件当たりの上限 20万円
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【海外渡航費助成上限額】

＜渡航エリア＞ ＜一般＞ ＜大学院生＞

ヨーロッパ・アフリカ・南米 200,000 100,000

北アメリカ・オセアニア 150,000 70,000

アジア(韓国、台湾を除く)  70,000 70,000

韓国・台湾 50,000 50,000

2025/4/1からの費用をカバーします。

2024年度に増
額しました



助成事業概要（３）

 助成基準

１) 研究助成

次の各号※のいずれかに該当する国際的、学際的な研究活動で、

     1年程度で一定の成果を得られる活動

＜※社会的要請・先駆的・独創的研究・神奈川県または横浜市に関する研究＞

２）出版刊行助成（研究助成の成果を公表）

＜※ 6/16現在、原稿が完成していること＞

３) 海外渡航費助成

次の各号のいずれかに該当する研究者の海外派遣に対して渡航費を助成

ア、国際学術会議で発表する場合

イ、大学又は研究機関が出張扱いとする派遣の場合

ウ、選考委員会が、学術教育の振興に寄与する派遣と認めた場合
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助成事業概要（４）

 選考方法

選考は財団委嘱の選考委員10名による選考委員会において所定の申請書類

（書面）により行います（定款により、最終決定は財団理事会が行います。）

 書面とは？

（１）申請書 （２）推薦書 （３）その他指定の書類
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１）研究助成 ・研究助成申請書 ・推薦書  （各1部）

２）出版刊行
       助成

・出版刊行助成申請書
・完全原稿のコピー
・推薦書

・出版物の見積書
・要旨（1,200字程度）

（各1部）

３）海外渡航費
       助成

・海外渡航費助成
    申請書 ・参加プログラム等

（各1部）

発表でプログラムが未定の場合は、参
加確定メールのコピー等を提出
→受給時までにプログラム提出

調査の場合は、「調査計画書」を提出

推薦書の様式が
指定となりまし
た（要厳封）



 申請書の書き方（１）

研究助成 p1-1
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次ページで説明



 次のような内容について、申請者本人の実績を箇
条書きで記載してください。

 ①論文：学術誌原著論文等
②学会発表：学会発表・口頭発表等
③総説：学術誌の解説、講座等
④著書：著書・編著
⑤外部資金の獲得状況
⑥その他：特許、刊行物等

 博士前期課程の場合は、卒業論文でも可
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 申請書の書き方（２）

研究助成 p1-2

＜研究実績の記載例＞
（出版刊行助成、海外渡航助成も同じ）

※申請書作成に関するQ＆A より

記載欄に書ききれない場合は、申請した研究に関連性
が高いものから順に書いてください。



 申請書の書き方（３）

研究助成 p2  「2.研究目的、3.研究構想」
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（該当する項目に ﾚ点を付けてください。） □ 有 □ 無

２．研究目的

３．研究構想：具体的な研究内容とその進め方

（各研究分野で定められている研究に関する倫理指針等がある場合は、それらのガイドラインをもとに、倫理的配慮について記載

してください。）

審査分野を「医学」とした方のみ、研究倫理審査委員会等での承認の必要性の有無についてご回答ください。

審査の際、この申請書はモノクロ印刷となります。

図表作成の際はご留意ください。

Wordで作成した文章を貼り付ける場合、すべてのセ

ルを結合してから添付してください。その際、印刷

範囲からはみ出ないようご注意ください。

「医学」分野の方は、ご確認の上、必ずご記入ください。

「医学」“以外”を選んだ方で、このスペースを拡げたい方は、

下の欄を削除していただいて結構です

審査の際、この申請書はモノクロ印刷となります。

図表作成の際はご留意ください。

Wordで作成した文章を貼り付ける場合、すべてのセ

ルを結合してから添付してください。その際、印刷

範囲からはみ出ないようご注意ください。
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 申請書の書き方（４）

研究助成 p3「4.研究意義、5.使途内訳」

2.海外渡航費（航空運賃等）が相当なウェイトを占める場合は研究助成の対象としない場合があります。

【記載例】

○○試薬 250,000

○○機器 140,000

××学会参加費 5,000

××学会交通費 5,000

論文英訳費用 100,000

合計 500,000

５．研究助成金使途内訳

1.実験材料等消耗品費（書籍含む）、旅費、通信運搬費、謝金等に分け、できれば数量・単価等を示し具体的に記
載してください。助成対象となる使途は、直接経費のみです。なお、助成金を事務用パソコン、机などの備品購
入に充てることはできません。（ただし、税込単価が100,000円未満の物品は備品とはみなしません。）

４．研究意義：期待される効果及び背景

レイアウトの変更はせず、シート（1）からシート

（3）までをそれぞれ１ページにまとめてください

審査の際、この申請書はモノクロ印刷となります。

図表作成の際はご留意ください。

Wordで作成した文章を貼り付ける場合、すべてのセ

ルを結合してから添付してください。その際、印刷

範囲からはみ出ないようご注意ください。

重要！使途変更の場合は「使途変更届」を
提出の上、常務理事の認可が必要
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 申請書の書き方（４）

研究助成 p４  「6．申請者連絡先等」



 申請書の書き方（５）

出版刊行助成 p１

11※「研究実績」の記載については研究助
成の例（p.７）をご参考ください
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 申請書の書き方（6）

海外渡航助成 p１

《2025年度》

（フリガナ）

氏　 名

生年月日

TEL 045-1234-5678

yokohamaichi@gmail.com

所 在 地

所属機関
名

所　属

役職名 講師
本務校があ
る場合はそ
の本務先

1．査読付き論文

公益財団法人横浜学術教育振興財団

海外渡航費助成申請書
2025年　 6月 7日

公益財団法人横浜学術教育振興財団

理　事　長　　大　久　保　　千　行　様

下記のとおり、貴財団の海外渡航費助成に申請いたします。

１．  氏名・発表テーマ等

申請金額

(渡航先及び大学院生か否かにより上限額が設けられています。詳細：最終ページ注意事項)

所属機関

横浜市金沢区瀬戸123

横浜大学

ヨコハマ　イチロウ

横浜　市郎

現 住 所

国際科学部

満　24　歳（2025年6月1日現在）

横浜市金沢区瀬戸1-2

〒123-456

e-mail

その他の助
成の有無

研究実績

横浜市郎「国際社会のひずみと原点」横浜大学論集第50号, 2024

横浜市郎、関東マナブ「パンデミック後の国際貿易の変革」国際ジャーナルvol.12, 2023．

・このページ内に入るよう、申請テーマに関する主要な実績についてまとめてください。

　　　　　　円

助成金額 助成機関名・資金の名称

なし

2．学会発表

Ichoro Yokohama"International Pndemic Shock." The 12th International Society
Conference, 2023

テーマ
空欄のどちら
かに〇印

〇

調査テーマ

最終学歴

(西暦)　2000　年　1月　1日生

￥　２００,０００（千円未満切捨て）

横浜国際大学大学院国際研究科博士後期課程

（こちらにテーマを記載）

International gap in Japanese  society.
発表テーマ

（日本社会における国際的ギャップ）

記載上の注意入り

記入が必要なシートは3枚あります。

それぞれ印刷した時に1枚になるよう調整してください。

こちらは「海外渡航」に関する費用のみ助成対象です。宿泊費やオンラインで開か

れる学会の参加費、登録料などの申請はできませんのでご注意ください。

大学名も記入してください

一般研究者と院生で申請書と助

成額が異なります。最終ページ

の注意事項を確認してください。

また、航空運賃が、助成限度額

より低い（安い）場合は、その
金額で申請してください。

※「研究実績」の記載については研究助成
の例（p.７）をご参考ください
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 申請書の書き方（７）

海外渡航助成 p2

２．会義・調査等の概要

会議・調査名 （会議名）

（和名がない場合でも適
宜日本語に訳して記載
してください。）

（和名）

主催団体

開催期間

開催地 国  名 ドイツ 都市名 ベルリン

開催規模 参加国数 約30カ国 参加者数 1000名

主な参加者の

氏名・所属・国籍等

※    併願をしていな
いことの確認

☑

３．渡航費用　

出発地

到着地

会 議 ・ 調 査 の 目
的

　（併願がなければ左の□に✔をいれてください。）

過去の開催状況

本会議・調査参加
により期待される
効果

開催年度 開催地

Prof. John Smith, Univercity of Canada

東京次朗, 東大学大学院教授

※    海外での活動内容がわかる参加プログラム等の資料を添付して申請してください。

なお、資料の該当箇所（氏名、発表日、テーマなど）をハイライトで表示してください。

航空運賃 (空港使
用料含む)

成田

ドイツ　ベルリン空港

（旅行会社などに照会し実際に必要と見込まれる金額を記載してください。）

\　230,000　　－

The 13th International society conference

第13回国際社会会議

International Soviety Association（国際社会学会）

2025年8月23日～25日

国際社会における問題点の提示と今後の展開を特に日本に関して研究することを
目的として、口頭による学会発表を行う。

2024 カナダ

開催時期との関係で「参加プログラム」の提出が難しい場合は、

参加が確認できる主催者とのメールなどを“参考゛として添付し

てください。

受給決定後、助成金の請求までに改めてプログラムを提出してく

ださい。
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 推薦書見本（１）

研究助成もしくは出版刊行助成

1. 候補者名・所属
2. 研究テーマもしくは書名
3. 推薦理由
（1）業績
（2）現在の研究状況
（3）今後の展望
（4）本人の人柄
（5）地域への貢献
※推薦者の連絡先もご記入ください。
必要に応じてご連絡することがあります。



15

 推薦書見本（２）

研究助成もしくは出版刊行助成

※推薦者の連絡先を記
入してください。必要
に応じてご連絡する場
合があります。

1. 推薦理由
（1）業績
（2）現在の研究状況
（3）今後の展望
（4）本人の人柄
（5）地域への貢献
「上記の理由から推薦します」の記載等
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 見積書見本

出版刊行助成

1,520,000円

1,520,000円
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 海外渡航費/渡航証拠書類

国際学会参加に関するメールの例



 提出方法

（１）メールへの添付で

（２）横浜市立大学・学内メールシステム

          （Information, Box # 37)

   （３）財団事務室へ持参（外出中の場合あり）

※事務室スケジュール

http://yokogaku.com/2019/05/03/office-calendar/

（ファクスでの受付はいたしません。）

 申請書提出後のスケジュール
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◆ 申請書受付：5月8日（木）～ 6月16日(月）厳守
◆ 選考委員会：7月下旬
◆ 受給者発表：8月上旬に選考結果通知を発送します。

◆ 助成金支給
(1) 研究助成：助成金を9月上旬に一括支給します。
①8月中旬助成金請求書兼誓約書等提出
②12月20日までに経過報告書提出
③翌年6月末日までに成果報告書及び精算書提出
(2) 海外渡航費で採択された方には渡航終了後に支給し
ます。

※申請時に参加プログラムの提出がない場合は、助成金
請求時に提出してください。

(3) 出版刊行助成については書籍発行後支給します。
※出版社に直接振込みますので、出版社から当財団宛て
の請求書を発行してください。
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申請書送付先、お問合わせ先

横浜学術教育振興財団事務局 (担当：小清水 千絵)

  電 話 ： 045-787-2396
   月・木・金 9:30-17:30 (12:00-13:00 休憩)
メール: yokogaku@hamakko.or.jp

   Web: http://yokogaku.com/
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